
第１回生命科学系３研究科合同セミナー報告 
谷口 喜一郎（京都大学大学院生命科学研究科，特定講師） 

 
２０２２年３月２３日（水）に、「第１回生命科学系３研究科合同セミナー 〜めざせ！近

未来の PI〜」が開催されました。本セミナーは、東北大学（大学院生命科学研究科）・京都
大学（大学院生命科学研究科）・大阪大学（大学院生命機能研究科）の 3大学の生命科学系
研究科が連携して、若手研究者の自立をサポートするとともに研究科間の人材交流・人材流
動を活性化する目的で立ち上げられたものです。本セミナーでは、若手研究者が PI を目指
すうえで必須となるジョブトークを模擬的に行い、面接でのプレゼンテーションや質疑に
ついて学ぶことを目的とした、他に類を見ないセミナーとなっております。記念すべき第１
回開催となりました本セミナーは、Zoom でのオンライン形式で行われ、参加登録者人数は
２１５名でした。 
スピーカー役として、荒巻敏寛 助教（大阪大学）・小林妙子 准教授（京都大学）・山方恒

宏 准教授（東北大学）の３名の先生方、審査員役として上村匡 教授（京都大学）・田村宏
治 教授（東北大学）・田口友彦 教授（東北大学）吉森保 教授（大阪大学）・八木健 教授（大
阪大学）・今吉格 教授（京都大学）の６名の先生方で模擬ジョブトークが行われました。面
接さながらの緊張感の下、スピーカー役の先生方が、これまでの自身の研究、将来の展望、
そして研究に対する信念についてアピールを行う姿が印象的でした。審査員役の先生方か
らは、審査員役としての厳しい質疑が投げか
けられると共に、自身の研究を分かりやすく
アピールする上でのコンセプトを分かりやす
く伝えることの重要性等についてのアドバイ
スが行われました。 
若手研究にとって、ジョブハンティングは

避けて通れない道である一方、どのように行
われているのか、あるいは審査員がどのよう
な視点で評価しているのかについては知る機
会はほとんどありません。模擬ジョブトーク
という、非常に特徴的な形式での今回のセミ
ナーは、将来 PI をめざす若手研究者にとって
非常に刺激的で、自身のプレゼンテーション
を改善する上での貴重な経験となったと思い
ます。このようなセミナーは若手研究者にと
って大きな励みとなりますので、ぜひ第 2回
以降も続けていただきたいと思います。  



開催概要 
 
開催日時：３月２３日（水）１６：００〜１８：４０ 
 
開催場所：Zoom ミーティング 
 
世話人： 
東北大学大学院生命科学研究科 杉本 亜砂子 教授; 田村 宏治 教授（幹事） 
京都大学大学院生命科学研究科 井垣 達吏 教授 
大阪大学大学院生命機能研究科 廣瀬 哲郎 教授; 金子 涼輔 准教授 

 
講演内容： 
1．荒巻 敏寛 助教（大阪大学 大学院生命機能研究科） 

「形態形成におけるイオンチャネルの機能」 
審査員役：上村 匡 教授（京都大学）、田村 宏治 教授（東北大学） 

 
2．小林 妙子 准教授（京都大学 大学院生命科学研究科） 

「休眠神経幹細胞のプロテオスタシス制御」 
審査員役：田口 友彦 教授（東北大学）、吉森 保 教授（大阪大学） 

 
3．山方 恒宏 准教授（東北大学 大学院生命科学研究科） 

「ハエの“価値観”を支える神経機構」 
審査員役：八木 健 教授（大阪大学）、今吉 格 教授（京都大学） 


